
宍

道

湖

の

繊

度

問

題

vTT

野
津
氏
の
考

へ
亡
は
関
係
LJ
y
番
田
博
士
は
歴
史
地

相
第
二
十
六
忠
節

一
統
(
大
正
四
年
七
月
)所
載
〕
粗
宴

宍
道
湖
附
近
の
礎
超
だ
淳
E2
円
の
所
在
｡
ビ
題
す
る
論

文
に
於
い
て
別
種
の
考

へ
を
述
べ
ら
れ
t
H
雲
風
土
記

の
紀
す
る
所
に
よ
れ
ば
､今
よ
-
約
千
二
宵
年
前
'
即
ち

奈
良
朝
の
初
頃
.に
は
'
現
在
陸
地
ど
な
れ
る
斐
伊
川
下

流
の
平
原
の
大
部
は
内
海
に
し
て
､
今
の
宍
道
湖
は
少

-
も
現
在
の
状
鰻
よ
-
も

1.
旦
以
上
西
方
に
延
び
た
ら

し
が
如
し
｡
を
は
楯
縫
郡

約
諾

が
p
現
在
の
地
図
上

に
で
は
､
其
の
東
南
隅
の

一
部
が
僅
か
に
宍
道
湖
iiこ
按

す
る
の
み
に
て
'
其
の
商
境
の
大
部
は
平
原
を
以
っ
て

崇

蔀

約
諾

に
連
な
れ
る
に
反
し
､
風
土
記
の
上
に

て
は
､｢苗
は
入
海
'
北
は
大
海
｣
だ
託
せ
る
に
ょ
Jn
て

も
知
ら
る
ペ
し
｡
光
も
後
の
楯
縫
郡
の
西
部
L･i
る
P
蕃

牢
梨
郷
､
美
談
郷
'
伊
努
郷
寺
の
地
は
も
だ
出
質
郡
の

染
渡
湖
の
鰍
庶
関
越

小

牧

安

楽

中
な
句
し
か
ば
'
風
土
記
督
時
の
楯
檀
那
は
今
の
卒
田

町
の
西
方
ま
で
に
し
て
､
該
藩
に

｢歯
は
入
海
し
竺
16

へ
る
範
囲
も
比
の
地
方
限
り
だ
見
る
べ
き
な
り
.
何

党

に
風
土
記
に
は
､
楯
檀
那
の
緒
川
を
記
し
て
､｢佐
脊

川

楽
園
流
入
千
振

多
久
川

兼
南
流
入
千
海

部
宇
川

南
洗
入
千
振

年
賀
川

南
流
入
千
振
｣
ビ
LJ
す
｡
之

を
現
在
の
賓
際
に
就
い
て
見
る
に
､
佳
肴
州
の
み
は
宍

道
湖
に
注
ぎ
､
他
の
三
川
は
何
れ
も
鶴
川
だ
栴
す
る
小

張
に
骨
し
.
直
ち
に
海
に
入
る
の
態
に
あ
ら
ず
.
則
ち

知
る
'
少
-
も
風
土
記
時
代
に
は
'
其
の
最
酉
の
州
た

る
字
賀
川
の
鶴
川
に
骨
す
る
速
ま
で
は
､
宍
道
湖
即
ち

入
海
LJ
･-
し
こ
f̂J
驚

次
に
啓
思

蒜

円
順
附
的
耶
紋
二

郡
の
西
部
地
方
を
見
る
に
'
海
岸
に
近
-
醐
門
氷
海
あ

-
'
斐
伊
川
即
ち
風
土
記
に
所
謂
出
賓
の
大
川
之
に
注

ぐ
'
周
約
今
の
五
里

二
十

一
町
十
四
間
､
其
水
は
江
に

買

一

四
五



地

球

節
八
令

よ
り
て
外
海
に
通
す
､
江
長
さ
今
の
的
二
十
町
､
江
の

南

北
各
沙
丘
あ
,zl
て
水
源
を
外
海

/̂J
隔

つ
'
牝
な
る
も

の
-は
出
雲

郡
に
属
し
之
を
封
だ
解
す
'
長
さ

今
の
的
十

九
町
四
十
間
､
旗
さ
今
の
約

九
町
二
十
間
p
南

な
る
も

の
は
菌
の
長
潰
k
,科
し
'
紳
門
郡
に
屈
す
､
長
さ
今
の

約
三
堅

｣
十
七
町
五
十
四
問
う
贋
さ
今
の
約
十
八
町
｡

史
に
風
土
記
時
代
よ
-
遡
ち
で
.
其
の
前
敗
百
年
の
時

代
の
状
態
を
想
像
せ
ん
に
'
紳
門
水
源
は

1
暦
頗
大
.i

し
て
p
歯
の
長
洛
な
る
砂
丘
は
.
閣
南
よ
り
杵
築
方
面

に
向

っ
て
斗
出
せ
る

一
の
砂
燐
光
In
し
な
る
ペ
-
'
而

し
て
宍
道
湖
妃
に
大
に
し
て
､
所
謂
入
海
た
ら
ん
に
は

紳
門
水
源
は
以
て
今
の
所
謂
中
海
に
此
す

べ
-
､
史
に

上
代
に
遡
ら
ん
に
は
'
水
源
ビ
宍
道
湖
ビ
相
迎
宿
し
て

1
の
内
海
を
L･i
L
.
束
の
方
朝
酌
促
戸
に
よ
-
て
中
海

ビ
東
西
水
路
を
通
じ
た
-
し
も
の
な
る
べ
き

は
'
疑
を

容
れ
や
｡
斯
-
て
日
本
海
沿
岸
航
行
の
胎
は
､
今
の
美

保
僻
よ
り
中
江
の
滴
月
を
経
て
中
海
に
入
り
史
に
馬
潟

瀬
戸
よ
り
宍
潤
湖
を
過
ぎ
水
路
に
よ
-
て
御
門
水
海
に

入
り
以
て
西
の
方
外
海
に
出
で
L
も
の
ど
す

べ
し
｡
出

雲
北
部
の
牢
砧
が
-
ビ

一
の
離
れ
砧
に
し
て
､
斐
伊
川

-1

7書

■

第

五
班

萎

一

四
六

下
流
に
亜
じ
た
る
沖
積
層
の
平
野
が
､
こ
～
に
之
を
地

労
に
接
績
せ
し
め
た
る
こ
エ
刑
蓮
の
如
し
だ
す
れ
ば

'

或
る
時
代
に
は
'
宍
道
湖
ビ
帥
門
水
渥
ど
の
間
に

『
悔

門
』
だ
栴
す

べ
き
水
路
の
存
在
せ
し
こ
と
は
之
を
認
め

ざ
る
ペ
か
ら
す
｡
ど
せ
ら
れ
た
が
余
は
大
鰭
に
於
い
て

博
士
の
詮
に
賛
成
す
る
も
の
で
あ
る
｡
余
は
主
と
し
て

以
上
諸
比
の
壷

照
せ
ら
れ
た
文
献
を
批
判
す
る
二
万
地

相
的
方
面
よ
･C
考
黍
を
加

へ
た
の
で
あ
る
が
p
二

二
の

瓢
を
除

い
て
大
鰹
博
士
の
説
を
賛
成
せ
ざ
る
を
蘭
な
い

の
で
あ
る
J

宍
道
潮
沿
岸
の
地
坪
的
考
察
に
督

っ
て
以
上
諸
氏
の

飴
b
粛
要
職
せ
ら
れ
月
か
っ
死
期
で
余
の
注
意
に
偲
す

る
ビ
考

へ
た
鮎
は
佐
陀
州
沿
岸
鵜
灘
に
貝
塚
が
存
在
す

る
革
質
､
及
び
地
形
上
の
革
質
で
あ
る
｡
以
下
余
の
新

た
に
考
察
し
た
譜
瓢
を
訟
適
し
や
う
ど
瓜

ふ
｡
∵

鵜
離
貝
塚
が
識
者
の
注
意
を
引

い
た
の
は

可
な

-
育

い
郭
で
あ
っ
た
｡
今
よ
り
約
千
二
何
年
前
条
良
朝

の
初

め
に
既
に
他
人
の
性
悪
す
る
虞
ど
な
っ
た
事
(
証
十
四
)

は
曹
ら
-
踏
-
YJ
す
る
も
､
早
-
大
正
五
六
年
の
頃
溝

武
村
大
字
名
分
の
常
輝
本
臼
蟹
減
氏
は
其
の
春
我
を
敬

-蔓

tlltt



IIq成

せ
-
れ
､
大
正
八
年
笈
に
は
箸
別
文
俊
氏
が
之
れ
を

調

査
し
､
大
阪
毎
日
新
聞
東
京
=
日
新
聞
紙
上
に
｢
開
闘

前
後
の
日
本
｣
･jJ
閥
す
る
研
究
の
概
要
を
公
表
せ
ら
る

る
あ
-
t
A
H
年

島
根
噛
史
の
編
者
野
津
左
掲
之
助
氏
亦

光
之
れ

お

安
地
鋼
馨
し
.
島
根
嘱
皮
節

丁
港
第
四
七
頁

以
下
に
其
9,
.大
更
を
記
述
せ
ら
れ
て
屠
る
の
で
あ
.る
｡

(証
十
五
)

.然
t
な
が
Jち
該
貝
塚
の
存
在
が
宍
道
湖
滑
岸
の
地
排

的
考
察
に
封
す
る
好
個
の
手
懸
り
ど
な
る
事
に
就
い
Lで

は
兼
だ
充
分
に
考

へ
及
ば
れ
な
か
っ
た
｡
余
は
該
貝
擬

が
宍
道
制
約
岸
の
先
史
地
相
的
考
察
に
軍
要
な
る
手
懸

勺
を
供
す
る
も
の
で
は
L･･
い
か
･fJ
の
規
定
の
下
に
大
正

十
五
年
秋
十
月
二
十
九
日
よ
-
十

1
月

fI
T
･に
至
る
足

掛
け
四
日
に
亘
る
出
雲
玉
造
攻
玉
遺
跡
踏
査
の
蹄
逸
十

一
月
二
日
該
貝
壕
の
踏
査
を
試
み
蹄
撃
研
究
の
結
果
其

の
想
定
の
触
ら
L･4
か
っ
吾
輩
を
知
っ
吾
の
で
あ
っ
た
｡

遺
跡
開
窓
に
就
い
て
は
野
津
左
馬
之
助
氏
本
田
聞
手
の

御
裾
悪
を
受
け
多
大
の
便
宜
を
輿

へ
ら
れ
た
轟
を
此
所

に
厚
-
戚
謝
す
る
次
第
で
あ
る
｡

･

追
跡
造
物
に
関
す
る
終
価
は
凡
て
島
根
版
数
第

一
怨

宍
道
湖
の
鵬
庇
関
越

壬

一t一t一t暮1■

i-1
の
野
津
氏
の
記
載
に
譲
る.

}

J
L
で
此
所
に
は
本
論
.tj

庶
按
闘
係
あ
る
二
三
の
鮎
を
祖
述
す
る
こ
圭
だ
す
る
0

鵜
離
見

擬

は
八
東
郡
講
武
村
大
学
名
分
.,J
佐
大
村
大

字
佐
t屯
宮
内
･iJ
の
二
大
寧
に
跨
-
其
大
部
分
は
大
字
名

分
寧
佐
坂
だ
寧
宇
離
山
亡
の
地
籍
に
屈
す
る
｡
其
の
大

部
分
は
以
前
土
木
工
事
に
遭
遇
し
七
滴
其
の
原
状
を
保

持
す
渇
も
の
で
は
な
い
｡
即
ち
遺
跡
の
大
部
分
は
葛
粉

江
藩
主
松
平
治
卿
の
北
に
宍
魔
潮
排
水
｡
の

l
ビ
ー㍑
て

天
明
五
年
よ
-
仝
八
年
に
至
る
四
年
に
瓦
-
現
佐
児
川

を
開
生
し
た
時
之
れ
に
縦
貫
せ
ら
れ
て
重
要
部
は
破
壊

せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
｡
土
砂
は
産
と
し
て
水
輝
の
東
方

佐
坂
及
び
寧
刺
の
地
に
堆
積
せ
ら
れ
'
大
字
佐
陀
宮
内

に
鷹
す
る
佐
陀
川
左
岸
の
地
に
は
堀
盤
の
際
運
搬
し
胡

l
部
の
土
砂
が
字
仲
田
の
田
地
中
1J
丘
陵
の
珊
亡
に
置

か
れ
た
の
で
あ
る
nJ
然
れ
ば
宇
離
任
蚊
仲
田
等
に
現
存

す
る
貝
塚
は
俵
的
川
和
婁
b
i
j砂
を

搬
移
し
化
も
′の
で

あ
っ
て
原
始
的
状
態
を
保
存
L
i･i
い
革
は
明
か
で
あ
る

(註
十
六
)

貝
塚
の
原
状
を
保
存
す
る
の
は
唯
位
陀
川
河
床
の
み

で
此
河
床
に
は
長
約
三
十
間
隔
約
二
十
間
の
問
に

1
両

1.JP
,

I
,
三

四
七



地

球

節
八
食

白
い
貝
殻
が
埋
め
ら
れ
て
居
る
の
･が
水
の
浮
ん
だ

将
明

か
に
堤
上
よ
-
謎
め
得
る
と
の
罫
で
あ
る
｡(
証
十

七
)

発
見
の
造
物
に
就
い
て
野
津
氏
は

｢
土
器
は

一
般
に

薄
手
式
の
も
の
壷

-
朔
生
式
系
の
も
の
を
爽
離
す
'
無

紋
の
も
の
ビ
有
紋
の
も
の
三

一戒
あ
-
'
有
紋
の
も
の

は
幾
何
撃
的
紋
様
の
も
り
又
曲
線
紋
様
の
も
の
あ
れ
.,,,

も
未
だ
ア
イ
ヌ
式
特
有
の
紋
横
土
器
を
磯
見
せ
ず
､
貝

塚
申

よ-
木
印
綬
膳
の
木
汲
i=:を
多
-
夜
風
す
､
石
鱗

は
酪
畷
石
を
原
料
だ
し
牛
製
品
及
び
破
片
甚
だ
多
し
.

重
ら
石
は
自
然
石
を
利
用
し
周
遊
に
の
み
凹

刻を
な
せ

る
も
の
又
は
井
桁
式
十
文
字
式
に
自
然
石
の
表
芸
に
弧

形
の
凹
刻
を
作
れ
る
も
の
多
し
､
石
斧
は
玄
武
岩
に
て

作
れ
る
牌
異
の
も
の
を
聴
見

せ
-
'
又
石
斧
砥
･fJ
L
て

用
ゐ
し
も
の
数
多
L
p
此
貝

塚

に
於
て
は
右
枠
の
破
片

だ
皿
は
る
る
も
の
を
凝
兄
せ
り
､
石
錐
も
亦
た
敬
掘
せ

ら
る
､
骨
錐
亦
甚
だ
多
し
､
貝
殻
は
重
に
規
只
に
て
関

々
蛤
を
発
見
す
'

規貝
に
は
淡
水
産
ビ
臓
水
産
ど
の
丙

種
を
炎
離
す
､
遺
骨
類
は
甚
だ
多
-

其稽
弗
に
は
鳥
骨

擬
猷
骨
ー
腫
骨
､
猪
薗
其
他

草食
動
物
商
､
肉
食
動
物

商
等
甚
だ
多
し
0
｣
ビ
云
は
れ
だ
0
(誰
十
八
)

節
五
挽

桑

四

四
八

蛇
足
弥
域
は
あ
る
が
余
は
本
田
伐
方
で
賓
見
し
た
朋

に
ょ
れ
ば
､
臥
貝
塚
の
遺
物
は
玄
武
岩
製
石
斧
･
石
斧

破
片
､
米
製
石
嫉
､
輝
石
破
片
､
黒
曜
石
破
片
.
厚
手

有
紋
土
器
破
片
､
水
盤
､
歎
骨
､
貝
殻
等
で
あ
っ
て
.

貝
殻
で
は
サ
ザ
エ
.

5
ヤ
ダ

リ
､

レ
イ
シ
月
'
べ
べ
風

及
び
規
が
主
な
る
も

の
で
あ
っ
た
p
之
等
は
野
津
戊
の

記
越
せ
ら
れ
た
も
の
の

7
部
で
あ
る
か
又
た
は
別
物
で

あ
る
か
不
明
で
あ
る
｡
著
し
野
津
氏
の
記
述
せ
ら
れ
た

も
の
ビ
同

一
の
も
の
だ
し
て
も
其
の

一
部
分
で
あ
る
革

だ
け
は
明
か
で
あ
る
｡
其
れ
は
家
人
の
語
ら
れ
る
朋
に

ょ
れ
ば
遺
物
の
多
-
は
今
杵
築
方
面

へ
持
ち
行
か
れ
食

の
賓
見
し
た
の
は
其
の
磯
部
で
あ
る
ど
の
罫
で
あ
っ
た

か
ら
で
あ
る
｡
造
物
の
発
部
を
賓
鬼

し
稗
t･.
か
っ
た
轟

は
造
戚
で
あ
る
が
'
差
し
昏

F
,余
の

目
的
は
同
月
塚
の

地
相
的
位
置
だ
其
の
時
代
だ
を
知
れ
ば
足
-
る
の
で
あ

っ
て
､
前
者
は
賓
地
調
査
だ
野
津
氏
の
託
蓮
だ
に
よ
っ

て
柵
正
確
に
知
り
程
た
し
､
後
者
は
今
此
の
遺
物
に
よ

で
石
滞
時
代
も
開
銀
式
ビ
純
紋
式
ど
の
中

間
土
器
使
用

時
代
で
あ
る
事
を
知
っ
て
略
所
期
の
目
的
を
達
し
た
の

で
あ
っ
た
｡
遺
物
の
賓
鬼
を
許
さ
れ
た
本
田

l
森
の
方



々
.
週
物
心
就
い
て
示
数
を
鵜
っ
た
筏
凹
北
壁
鳥
m
尊

兄
に
封
し
て
粍
謝
の
悪
を
乗
す
る
次
第
で
あ
る
?

次
にこ
磯
兄
の
艮
粗
で
あ
る
が
､
サ
ザ

エ
､

レ
イ

シ
ガ

ヒ
'
べ
べ
且
は
海
産
で
あ
る
が
､
ヤ
マ
ト
シ
ジ
ミ

(
揺

田
徳
光
氏
同
定
)
は
淡
水
崖
火
は
牛
槻
車
淡
水
産
で
あ

る
｡
此
等
の
中
サ
ザ

エ
､

レ
イ
シ
貝
､
べ
F'(
貝
は
寧
灘

よ
ゎ
小
距
離
の
H
本
海
若
し

-
は
日
本
海
よ
-
兼
任
大

村
の
方
向
に
常
人
す
る
入
海
よ
り
得
た
も
の
ぜ
仰
秤
し

て
大
過
t･Jb
い
}J
し
て
も
年
賦
牛
淡
水
産
の
蚊
貝
は
何
盛

よ
り
獲
た
も
の
で
あ
ら
-
か
｡
之
れ
敦
も
研
究
お
姿
す

る
問
題
で
あ
る
｡
何
ど
な
れ
ば
此
の
問
題
は
宍
河
潮
の

酸
度
問
題
に
封
し
て
大
Li
る
関
係
ttq･肴

す
る
か
ら
で
あ

る
)第

一
の
産
地
だ
し
て
考
慮
S
中
に
加

へ
ら
る
べ
き
は

宍
道
湖
で
あ
る
｡
現
在
宍
道
湖
に
は
'
ヤ
マ
ト
シ
ジ
ミ

(
c
orb
iEu
la
ja
P
onica
P
rim
e)
を
産
し
食
用
に
供
せ
ら

れ
て
屠

る
｡
十
.i
月
三
日
朝
放
江
珊
悪
業
館
に
て
食
膳

に
上
さ
れ
た
も
の
を
教
室
に
揮
蹄
-
'
地
質
撃
数
室
の

深
E
徳
光
氏
に
鑑
定
を
乞
う
た
研
､
ヤ
マ
ト
シ
ジ
ミ
で

あ
っ
て
民
蝶
番
兄
の
も
の
AiJ
同
種
で
あ
る
ど
の
事
で
あ

･宍

道
糊
の
賊
舵
関
越

っ
た
J

此
の
轟
饗
か
ら
考

へ
る
亡
､
宍
道
湖
は
現
株
輿

成
時
代
rii
於
い
て
も
現
今
だ
略
同
様
の
触
皮
で
あ
ヴ
て

(
種
々
の
事
情
か
ら
現
今
よ
-
も
舶
皮
大
で
あ
っ
た
串

は
明
か
で
あ
る
が
)
牛
械
牛
淡
の
情
態
に
あ
っ
た
も
の

か
ご
恩
は
れ
る
｡
然
す
れ
ば
宍
道
湖
が
常
時
繭
で
あ
り

風
土
記
絹
各
時
代
ま
で
佃
源
で
あ
っ
た
等
だ
は
云

へ
庵

く
L･J
る
の
で
あ
っ
て
'
野
津
氏
の
説
に
は
稽
不
利
な
る

事
情
ど
な
る
の
で
あ
る
が
､
余
は
今
此
の
第

1
産
地
を

飽
-
ま
で
主
碓
せ
ん
だ
す
る
も
の
で
は
L･4
い
｡
其
れ
は

他
に
も
､
ヤ
マ
ト
シ
ジ
ミ
の
産
地
が
考

へ
ら
れ
､
而
し

て
又
'
現
在
宍
道
湖
に
ヤ
マ
ト
シ
ジ
ミ
を
崖
す
る
か
ら

ご
て
直
ち
に
貝
塚
築
成
時
代
に
も
之
れ
を
産
し
た
ど
の

結
論
は
出
て
衆
な
い
か
ら
で
あ
る
｡

第
二
の
産
地
bJ
し
て
考
慮
に
入
り
凍
る
も
の
は
風
土

記
=
に
所
謂
佐
太
氷
海
の
前
身
た
る
潮
水
で
あ
る
.
出
賓

風
土
記
釈
放
郡
の
帳
に
｢

佐
太
川

淑
二
,
末
永
源
出

島
壮
郡
桝
謂
多
久
JIt
是
也

酉
水
源
出
款
舵
那
渡
村

二
水
谷

園
流
入
佐
太
水
源

即
水
源
周
七
里

有
鮒

水
瓶
通
入
海

潮
長

一
官
五
十
歩

庶

3
十
歩
｣
.,,
め

･C,､
後
藤
成
田
邦
武
は

｢
出
蜜
風
土
紀
考
雷
｣
(
1
七
〇

桑
五

四
九



地

線

節
八
番

-

1
七

山
貫
)
に
於
い
て

｢
佐
大
水
海
は
､
今
の
兼
掲

ノ
内
ビ
西
渦

ノ
内
.IJ
の
前
身
で
あ
る
｡
そ
の
淡
海
の
岸

は
､
今
の
佐
陀
川
の
南
の
日
よ
-
北
的
二
町
中
許
-
(
小

牧
琴

漸
長

･r
百
五
十
歩
を
根
城
ビ
す
る
､
～
･註
十
九
)

北

へ
行
.･き
た
る
桝
か
ら
､
有
志
の
出
鼻

へ
向
け
､
i
E
志

の
出
鼻
ビ
.
薦
津
鼻
ぎ
好
結
び
付
け
る
挽
よ
-
少
し
北

へ
閑
人
し
.
そ
れ
か
ら
兼
温

ノ
内
を
大
磯
形
に
取
-
囲

ん
だ
部
分
を
含
む
ビ
瓜
は
れ
る
｡
そ
れ
が
漸
-
少
さ
-

な
っ
て

『
潟

ノ
内
』
と
い
ほ
れ
て
居
っ
た
が
､
其
の
中

を
通
じ
て
佐
大
川
駁
つ
-
ら
れ
ね
か
ら
､
兼
潟

ノ
内
ビ

が
出
来
た
｡
｣
ビ
考

へ
考
ら
れ
た
｡
大
盤
に
於
い
て
後
藤

氏
に
従
ふ
St.-
'
要
す
る
に
現
今
の
兼
潟

ノ
内
､
酋
淘

ノ
内
紅
南
に
偏
し
た
中
心
だ
し
て
周
約
今
の

一
児
飴
の

潮
水

が

風
土
記
編
碁
時
代
に
存
在
し
た
軍
で
明
か
で
あ

る
か
ら
Y
E
(塚
築
成
時
代
に
は
更
に
其
れ
よ
り
大
な
る

潮
水
が
存
在
し
､
其
水
が
淡
水
又
吾
は
車
扱

で
あ
っ
て

ヤ
マ
ト
シ
'.,)
ミ
を
度
し
た
ど
見
る
べ
き
で
あ
ら
う
｡
風

土
紺
に
は

｢
即
水
面
周
七
盈
有
鮒
｣

1̂J
あ
る
の
み
で
蚊

の
存
在
し
た
轟
を
開
城
し
て
屠
な
い
が
､
風
土
記
に
記

載
し
て
屠
な
.い
か
ら
発
熱
存
在
し
な
か
っ
た
ビ
断
言
は

解

式

軟

岩
六

五
〇

出
来
ず
､

又
た
風
土
触
編
纂
時
代
に
は
暇
･D
に
居
な
か

っ
た
.TJ
し
て
も
､
貝
塚
集
成
時
代
に
は
多
少
布
衣
T
lた

か
も
知
れ
ず
､
各
軸
存
在
し
な
か
っ
た
ビ
堅

自
す
る
事

は
出
凍
な
い
の
で
あ
る
｡
否
地
球
的
に
考

へ
て
斯
か
る

水
面
が
春
粧
し
た
AfJ
考

へ
ら
れ
.
且
っ
殻
が
附
近
の
貝

塚
よ
-
敬
見
せ
ら
れ
る
以
上
も
規
が
存
在
し
た
だ
者

へ

で
も
決
し
て
不
各
班
で
は
な
い
｡

第
三
の
産
地
ビ
し
て
考
慮
に
入
れ
ら
る
べ
き
も
の
は

風
土
記
に
所
謂
賓

宰
鮫
の
前
身
で
あ
る
｡
風
土
和
歌
厩

郡
の
膝
に

｢
憩
曇
紋

周
六
旦

有
鴛
発
展
鴨
鮎

四

マ
コモ

ハチ
ス

連
蓮
華

曲

管

白
養
軍

刀
年
以
徒

荷

童

貞
然
叢
銀
太

透

二
年
以
降
白
熱
喪
失

都
無
蓋

俗
人
云

基
底

陶
器
滝
盛
等
数
多
有
也

自
育
時
々
人
溺
死

不
知
探

洩
央
｣
だ
あ
る
の
が
そ
れ
で
あ
る
｡
後
藤
氏
の

｢
出
雲

風
土
訳
者
澄
｣
(
1
卓

二
京
)
に
は

｢
武
代
橋
よ
-
兼
四

町
許

-1
'
叉
志
戸
の
棺
よ
り
輯
西
北
十
町
許

･C:の
魔
に

池
平

山
だ
い
ふ
小
山
が
あ

る
､
こ
の
出
の
東

南
麓
は
即

ち
元
の
避
義
肢
の
西
岸
で
あ
る
｡
併
し
､
周
六
度
の
六

の
草
は

1
の
字
か
二
の
字
の
誤

-
で
あ
ら
-
｡
こ
の
適

に
用
三
十
六
町
の
池
が
あ
つ
て
は
､
波
村
か
-
流
れ
凍



る
m叫
の
水
の
叩泊
る
筋
が
仙川
魂
仙郷
か
ら
,っ
O
L
.j<J
考
地租
せ
ら

れ
て
居
る
が
大
磯
に
於
い
て
従
ふ
べ
き
で

あ

ら
-
｡
櫨

し
西
岸
は
斑
に
西
方
武
代
橋
の
速
ま
で
横
成
し
て
考

へ

て
ち
可
-
は
な
い
か
だ
い
ふ
軍
は
二
苗
五
千
分

1
地
形

閲
を
熟
視
す
れ
ば
考

へ
ら
る
べ
き
罫
で
あ
り
､
且
其
の

兼
岸
に
就

い
て
は
後
藤
氏
は
考
澄
せ
ら
れ
て
居
な
い
が

野
津
氏
の
詮
の
如
-
現
在
の
軍
都
貝
塚
の

11
部
が
東
畳

池
の
池
底
に
骨
化
も
の
ど
す
れ
ば
其
の
兼
岸
は
現
在
の

宇
部
貝
塚
附
近
に
ま
で
及
ん
で
居
た
事
に
な
り
､
然
す

れ
ば
東
西
の
延
長
は
約
二
十
町
近
-
_こ
も
達
す
る
覇
に

な
る
か
ら
､
周
六
皿
は
其
の
榛
に
信
じ
て
も
不
可
な
-

六
の
字
が

一
か
二
か
の
誤

r2
1で
あ
る
ビ
考

へ
る
に
も
及

ば
な
-
な
る
で
あ
ら
-
｡

又
斯
-
考

へ
で
も
必
ず
し
も

漕
村
か
ら
流
れ
凍
る
田
の
水
の
通
る
筋
の
Ⅲ
凍
雛
き
を

憂
え
な

い
の
で
あ
る
0
其
れ
は
二
苗
五
千
分

一
地
形
間

の
等
高
線

を
辿
-
地
形
を
考

へ
る
暗
白
ら
氷
秤
す
る
で

あ
ら
う
0

第
凹
の
産
地
ビ
し
て

'i
腰
考
察
に
入
-
氷
る
の
は
､

風
土
記
に
所
謂
佐
太
川
及
び
其
の
支
流
多
久
川
等
で
あ

ち
.
然
し
な
が
ら
此
等
は
果
し
て
如
何
で
あ
ら
-
か
p

窮
迫
湖
S
.朗
庇
関
越

此
等
の
川
に
俺
欧
州蟻
を
威
し
な
か
っ
た
5･Jは
一言
へ
な
い

け
れ
>･/J-
1
蔑
見
の
規
貝
は
･可
な
b
教
育
の
よ
い
も
の

で
あ
っ
て
之
れ
が
多
久
川
及
び
汲
村
よ
-
凍
る

一
水
を

水
源
だ
す
る
佐
太
川
の
如
き
小
河
流
に
座
し
た
ど
は
考

へ
な
い
方
が
各
紺
的
で
あ
る
｡
貝
塚
集
成
時
代
に
於
け

る
佐
太
川
前
身
は
帆
土
記
編
纂
時
代
よ
-
も
大
な
る
河

で
あ
っ
た
ビ
希

へ
ら
れ
る
か
も
知
れ
な
い
け
れ
で
も
､

そ
れ
L･i
ら
ば
敢
早
や
第

一
の
産
地
た
る
佐
太
水
源
の
鶴

崎
に
入
れ
て
考
ふ
べ
き
で
あ
る
｡

第
五
に
又

1
腰
考
慮
中
に
入
-
凍
る
の
は
風
土
記
秋

成
郡
櫨
に
所
謂
保
田
池
､
杜
原
池
､
峰
時
池
､
佐
久
羅

池
等
で
あ
る
が
､
保
田
池
は
今
所
在
が
評
か
で
な
-
~

評
で
あ
か
に
し
て
も
周
二
百
三
十
歩
(
帆
士
把
)位
の
小

池
に
か
か
る
規
貝
を
度
し
た
ど
は
瓜
は
れ
や
､
杜
捕
池

も
佐
久
羅
池
も
今
所
在
が
不
明
で
問
題
だ
な
ら
す
'
峰

峰
池
は
地
名
か
ら
推
し
て
志
月
橋
の
某
北
三
町
飴
撃
邦

等
の
酉
の
蓮
ビ
偲
は
れ
る
が
(証
二
十
)明
か
で
な
-
､

叉

此
等
は
暇
脊
明
瞭
に
な
っ
た
Aij
し
て
も
何
れ
も
周

-i.

里
乃
Tエ
1
盈
二
膏
歩
即
ち
今
の
六
町
･E:外
で
あ
る
か
ら

か
か
る
規
を
座
し
た
･,J
は
愚
は
れ
や
'
叉
其
の
前
身
た

桑

也

五

]



地

瑞

恭
八
懸

る
大
な
る
池
を
考

へ
る
場
令

に
は
之
れ
は
第
三
の
産
地

ビ
し
て
考

へ
た
窓
盈
池
ビ
同

一
範
噂
に
於
い
て
論
す

べ

き
も
の
ど
な
る
の
で
あ
る
｡

以
上
五
つ
の
産
地
が
宇
灘
月
擬
散
見
岨
月
の
産
地
だ

し
て

一
腰
考
慮
の
中
に
入
-
凍
る
が
'
霜
に
荷

7
暦
厳

密
な
考
慮
を
致
す

べ
き
は
我
見
蟻
月
の
習
性
で
あ
る
｡

即
ち
此
の
習
性
か
ら
考
察
し
て
該
蟻
月
が
賓
際
如
何
な

る
水
甫
よ
-
獲
埠
せ
ら
れ
た
か
を
推
定
す

べ
き
で
あ
る

斯
か
る
日
的
な
以
て
散
見
蛇
月
に
就

い
て
益
田
徳
光

氏
の
示
数
を
得
た
夙
に
よ
れ
ば
､
該
蚊
月
は
ヤ
マ
ト
シ

ジ
ミ
(
C
orbicula
jap
o
nica
P
lim
e)
で
あ
っ
て
此
れ
は

海
水
に
は
鷹
し
な
い
､

潮
の
入
る
所
に
も
産
し
な
い
､

著
し
潮
の
入
る
所
に
産
す
る
だ
し
て
も
其
れ
は
淡
水
の

落
込
む
朗
で
あ
る
､
洛
名
渦
等
Liこ
も
塵
す
る
が
其
れ
は

川
の
流
入
す
る
所
で
あ
る
'
而
し
て
磯
風
の
ヤ
マ
ト
シ

ジ
ミ
は
形
が
甚
だ
大
で
あ
る
が
'
か
か
る
大
形
の
も
の

の
教
育
に
は
可

な･JI
頗

い
静
か
t
it水
面
を
要
す
る
｡
小

さ
な
川
等
に
か
か
る
大
形
の
も
の
を
産
し
た
.jJ
は
瓜
ほ

れ
な
い
.
例

へ
ば
琵
耕
】渦
度
の
蚊
は
疏
水
ま
で
移
動
す

れ
ば
放
比
･ぬT
心
ハ-
--
･は
礎
育
し
州仲
山仏
い
､
平
瀬
聴
兄
の

i

t一一一t一

妨
五
幼

.

男
(

五
二

ヤ
マ
ト
シ
ジ
ミ
は
湖
水
の
政
な
水
面
に
教
育
し
た
も
の

ビ
思
は
れ
る
､
ど
の
串
で
あ
る
｡

余
は
月
頻
撃
の
槽
威
韻
EE
氏
よ
-
.期
-
の
如
き
詳
密

に
し
て
確
薯
な
示
数
を
得
た
事
を
搾
-
戚
謝
す
る
も
の

で
､
右
の
悪
鬼
を
塵
考
ビ
し
て
字
湘
貝
塚
構
成
月
額
の

7
部
を
な
す
ヤ

ア
L
シ
'･,h
ミ
が
貝
塚
集
成
常
時
何
度
よ

り
獲
得
せ
ら
れ
た
か
な
考

へ
る
の
に
､
前
掲
五
つ
の
産

地
中
第
二
及
び
第
三
の
佐
太
水
源
の
前
身
た
る
湖
水
及

び
悪
鼻
蚊
の
前
身
た
る
湖
水
を
除

い
て
他
に
之
を
求
む

る
事
が
出
衆
な

い
の
を
知
る
の
で
あ
る
O(
此
の
度
地
が

節
.一
の
宍
道
湖
ま
で
及
ぶ
ビ
皿
は
れ
る
事
は
後
節
次
第

に
明
か
に
な
る
)

斯
-
の
如
-
に
し
て
宇
部
貝
塚
騨
見
蛇
月
の
産
地
は

略
推
定
し
碍
た
だ
し
て
'
以
下
余
は
此
の
軍
資
を
基
礎

E
L
て
佐
太
水
源
'
軍
費
陵
附
鑑
の
先
史
地
理
を
考
察

し
.
定
ら
に
先
史
時
代
に
於
け
る
宍
道
湖
の
槻
度
間
旗

に
鯛
れ
て
見
庇
い
ビ
皿
ふ
の
で
あ
あ

●

●

●_

●

●

●

●

●
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